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1. はじめに 
知的財産戦略本部（本部長：内閣総理大臣）が策定

する知的財産推進計画は、知的財産に関する国の施策

の方向性を確認する資料としても有益である。知的財

産推進計画2016(5)では、AIを利用して作成される実体

に関する権利調整など新たな施策が提案される一方、

知財教育ないしは人材育成について、例年より踏み込

んだ記述が多くなっている。即ち、初等中等教育機関

における知財教育、高等教育機関における知財教育の

拡充、地域の知財教育コンソーシアム等の構築など、

あらゆる階層やフェーズで知財教育を加速するように

促す記述である。本報告は、幅広い知財教育・人材育

成の中で、発明思想をベースとした開発教育、あるい

は特許も含めた知財戦略立案と遂行の教育に絞ったシ

ステム開発を扱い、その中でも学生のパテントマップ

作成を容易にする特許検索システムに関するものであ

る。 
 
2. 過去の実践事例と制約 
YUPASS(5)開発は、木村の前任校である都城工業高等専

門学校における取り組みに端を発する。前任校には

1985年に着任、4年生法学(必修2単位)、3年生政治経

済(必修2単位)を担当し、1990年から5年生工業所有

権法(選択 2 単位)を追加設定し授業を担当した。法学

では特許法も詳細に扱っており、1990 年以降は法学と

工業所有権法(選択科目であるが対象学年の９割以上

が受講)を一体化した授業進行を行っている。また、

1987 年以降の法学は、前年までの法学概論と特許法を

扱う授業コマを分離していた方式から、特許法を扱う

中で法学概論の学習要素を説明する方式に変更してい

る。例えば、特許侵害訴訟の説明時に、具体事例に併

せる形で、民法の不法行為、不当利得返還請求権、請

求権の消滅時効を扱い、更に特許法70条の発明の技術

的範囲の説明、特許公報の解釈等を扱っている。本章

で紹介する実践事例は、このように本格的に特許法を

扱うようになった1987年の法学授業の一部である。 

特許法の学習では、権利客体の把握が重要な要素で

あり、はじめに特許公報の分析から技術開発の経緯を

把握する等の知識獲得とスキル形成が必要となる。そ

こで4～5名の学生による班編成によるパテントマップ

作成実習を行った。当時は、J-Plat Patに代表される、

図面を含むオンライン情報が無償で取得できる環境は

なかった。そこで、木村が(財)日本特許情報機構の

PATOLISオフライン検索を利用して、対象となる特許公

報群の公開番号と発明の名称リストを取得、次に宮崎

県内の公報閲覧所に出向いて 200 件分の公報を手作業

で一セット分複写し、その一セットを学生が回し読み

する方法でパテントマップ作成とそれを利用した分析

報告書を作成させることにした。テーマは、当時移行

しつつあった布オムツから紙オムツへのトレンドを受

けて、紙オムツの特許公報分析とした。昭和50年から

昭和61年までの抄録検索で、キーワード「オムツ」「オ

シメ」で検索し 200 件分の公開公報リストを取得した

後に、公報を一セット分手作業で複写している。図１

と図２は、これらの公報を閲覧して作成された学生報

告書の中から代表的な図を提示したものである。 

 
       図１ 出願人と出願年代 

 

 
       図２ 技術分類と出願年代 
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 学生報告書の作成期間は３週間程度である。報告書

から、紙オムツ本体部分の特許出願は花王とＰ＆Ｇが

先行していること、紙オムツ市場から数年で撤退した

企業の特許出願が出遅れていること等々、興味ある情

報を読み取ることができる。しかしながら、特許公報

リスト取得から公報複写まで当該テーマで６万円程度

の費用が発生し、かつ公報閲覧所に出向いた公報抽出

と複写に数日かかることが隘路となり、学生の学習意

欲向上など一定の授業効果が推認されたにもかかわら

ず実践は1987年のみで終了せざるを得なかった。 

 その後、1999年3月末にIPDL(特許電子図書館)の正

式運用が始まり、ネット経由で無償の特許公報検索と

表示が可能になったが、このシステムは検索リストと

しては公報番号並びに発明の名称等の情報が表示され

るのみであり、マッピングを行うには個別の公報内容

を網羅的に取得して精査する必要がある。一方で、商

用サービスの特許検索システムは、複数の特許公報内

容を網羅的にまとめて CSV 形式等で取得する機能が備

わっているものの、例えば情報として生成される特許

公報一件あたり 100 円の費用が発生し、学生が個別に

大量のデータ取得を開始すると予算の制約に直面する

ことになる。そこで、これらの制約を回避して、学生

が学内外から自由に特許公報の中身をまとめて CSV 形

式で取得できる特許検索システム開発を行い、将来的

に本報告書が対象とするタイプの知財教育が普及した

時点で提供可能となる状況を実現したものである。 

 

3. YUPASSの機能 
3.1 収納データと更新頻度 
YUPASSの保有データとして、はじめに1990年12月

以降の電子出願が本格化した時点以降の公報実体デー

タと整理標準化データを全て購入し、その後は遡及入

力データと新規データを入手している。現在は、新規

取得情報は原則として無償公開されており、これらを

入手して週一回の頻度で検索データ更新を行っている。 
 
3.2 機能 
YUPASS(5)には、検索後の実体公報表示部分について、

(独立行政法人)工業所有権情報・研修館が運用するサ

ーバに依存するシステムと、実体公報表示まで含めて

全て学内サーバで完結するシステムの２系統がある。

後者は、上記の研修館が週末にメンテナンスでサービ

スを停止する際に、土日開講の社会人大学院生の利用

を想定したシステムであり、こちらは公報実体データ

を内部に抱えるため意図しない情報流出に備えて学内

ネットワークのみアクセス可能としている。 

 検索画面は図5を参照していただきたい。検索は、「簡

易検索」「詳細検索」「重み付け検索」「集合検索」「引

用文献検索」「公報番号検索」など、商用の特許検索シ

ステムとほぼ同等の検索機能を持っている。また、ブ

ックマーク機能、年別出願件数グラフ表示、メールに

よる保存検索式に合致する新規公報の通知機能等の、

検索後の利便性を高める機能も実装している。図 3 は

検索結果一覧表示画面である。図 3 は代表図の表示が

ある一覧表示画面であり、この画面は代表図の表示が

ない画面に切り替えることもできる。検索結果は、画

面 1 頁に 100 件ずつ、 大 1000 頁、合計 10 万件まで

リスト表示が可能である。 

 
図3 検索結果一覧表示画面 
 

 図 4 は引用文献グラフである。該当特許公報の審査

過程で引用された公報のリストと、その公報が他の公

報の審査で何回引用されたのか（被引用回数）をグラ

フ化している。後者の被引用回数が多い公報は、重要

発明の可能性がある。 

 
図4 引用文献グラフ 

 
3.3 CSVによる出力 
図５は、検索後の特許公報データの CSV によるバル

ク表示である。検索結果3000件以内で有効になる。 

 
      図5 ＣＳＶ情報の一部拡大 
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4. YUPASSのシステム構成等 
4.1 システム構成 
 YUPASSのシステム構成は図6のようになっており、

Webサーバを含むアプリケーションサーバ、検索エンジ

ンサーバ、データベースサーバから構成される。この

ほかに検索データを作成するための作業用サーバやデ

ータを保管するためのストレージサーバを作業用環境

で使用している 

 
      図6 YUPASSシステム構成図 

 

4.2 稼働環境について 
運用環境と作業環境をあわせてVMwareのESXiがイ

ンストールされたサーバ6台と96TBのディスクを搭載

したストレージサーバで構成されており、これらの上

で上記のシステムを稼働させている。各サーバはイー

サネットとInfiniBandで接続されており、InfiniBand

はIPoIBを使用してストレージおよびバックエンドの

データ通信用として利用している。検索用データなど

高速なランダムアクセスが必要なデータは、ESXiのロ

ーカルストレージにSSDを搭載して、そのSSD上に保

存している。ESXiがインストールされているホストマ

シンに障害が発生した場合には、別ノードに切り替え

るようになっており、サービスのダウンタイムが発生

しないように構築している。 

 

4.3 ソフトウェアについて 
アプリケーションのフロントエンド部分はPHPで作

成されており、バックエンドはJavaで構築されている。

サーバでのセッション管理にはmemcachedを使用して

セッションの共有を行い、サーバの負荷分散による各

利用者のセッションの管理を行っている。アプリケー

ションサーバから検索サーバへの問い合わせと検索結

果の受け取りはXML形式でデータ交換を行えるように

しており、これは他のシステムと連携することも想定

して構成されている。初期バージョンの検索サーバで

は複数台のPostgreSQLを利用した分散検索を行ってい

たが、現在はオープンソースの検索エンジンを利用し

ている。また、YUPASSのブックマーク機能や検索履歴

機能などのデータは、PostgreSQLを利用して管理して

いる。 

4.4 画面構成 
YUPASSのトップページは図7であり、各種検索機能

やログインするための入力インターフェイスから構成

される。検索には明細書のすべての内容を対象とした

全文検索機能、書誌情報の項目を選択して検索するこ

とができる詳細検索機能、出願番号などから検索でき

る番号検索機能などがある。 

 
図7 トップページ 

 

検索結果の画面を図8に示す。検索結果の画面には、

発明の名称、出願人の情報などが一覧表示され、それ

らから明細書のダウンロードや書誌情報の表示を行う

ことができる。 

 
図8 検索結果画面 

 

さらに特許の優位性を判断することができる分析機

能を有しており、検索結果の一覧から競争力の高い特

許を抽出することができる(図8)。この機能は、検索後

のリストに対して分析を行うもので、無効文献を含む

ランキング分析と無効文献を除外したランキング分析

の2種類を選択することができる。 
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図8 特許ランキング分析結果 

 
5. YUPASSを利用した教育実践事例 
前述したように、YUPASS はCSV 形式で検索後の特許

公報群の内容（図面等のグラフィック以外）を一括し

て取得する機能がある。この機能は、パテントマップ

作成および当該マップを利用した特許等の分析に適し

ており、既に当大学において大学院や学部の授業で活

用している。 

 図 9 は、社会人を対象とする大学院技術経営研究科

の知財系授業で作成された報告書の一部である。ガソ

リンエンジンの燃焼時における、イオン電流測定に関

する特許出願の流れを分析した学生報告書の中で出願

の時系列を表示している。教員からの課題は、某軽自

動車メーカーの低燃費について貢献度の も高い特許

群を探索すること。更に、その中から一名の技術者を

ヘッドハンティングすると仮定して、その技術者を選

択して特許情報からその理由を説明するというもので

ある。結果として、学生は当初想定した発明者を提示

してきた。 

 
図9 イオン電流測定特許の流れ 

 

 図10は、同じく技術経営研究科学生の報告書の一部

である。この年の設題は、モンサント社が、除草剤の

基本特許の期限切れに対応するために、当該除草剤を

散布しても枯死しない植物の種子を遺伝子操作で作成

する開発への戦略転換を行っており、その転換を特許

出願から報告せよというものである。特許情報および

同社のＭ＆Ａの流れから、戦略転換を説明した報告書

が多かった。 

 
図10 モンサント社の戦略転換 

 

 学部においても、ものづくりと知的財産（教養教育

選択2単位）、知的財産演習Ⅱ（国際総合科学部専門科

目必修2単位）等でYUPASSを利用した授業実践を行っ

ている。特に、後者については学部 2 年生 102 名が、

YUPASSとJ-Plat Patを併用しながらコーヒーのドリッ

プバッグ先行特許出願を調査、その後各自が独自のド

リップバッグを製作し、その製作されたドリップバッ

グを実際に使用した動画を撮影、これらをまとめたプ

レゼン資料を作成して発表するという授業を行った。 

 

6. おわりに 
本稿では、教育目的で開発したYUPASSの開発過程と

その機能、並びに若干の授業実践紹介を行った。現時

点では、基本的には山口大学の構成員を対象としたサ

ービスであるが、平成27年度に知財教育共同利用拠点

の認定（文部科学大臣認定）を受けたことから、拠点

の連携大学に限定的にID貸し出しを行っている。 

今後は、YUPASS を利用した授業事例の多様化を図る

こと。そして、知財戦略や開発教育を組み合わせた知

財授業の他大学への普及と合わせて積極的にIDの提供

を進める予定である。 
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